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京
税
理
士
政
治
連
盟

は
、
９
月
２０
日
、
第
５３
回

定
期
大
会
を
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（新
宿
区
）
に
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い
て
開
催
し
た
＝
写
真
。

当
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、
２
０
０
人
を

超
え
る
代
議
員
と
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、
全
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議
案
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決
承
認
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れ
た
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の
運
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と
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活
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報
告
や
本
年
度
の

運
動
方
針
と
組
織
活
動
方

針
な
ど
に
加
え
、
役
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が

審
議
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
令
和
元
年
度

運
動
方
針
で
は
、
令
和
２

年
度
税
制
改
正
に
向
け
て

の
課
題
と
し
て
引
き
続
き

　　　

　　　　

　
　
　　

　

　
　　　 　　　

　

　

　　　

　

　

　　

　　

　

　　

　　　　　　　

　　　　

　

　

　

ヘナヌキー長く　　　
「消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
の
凍
結
・廃
止
」な
ど
を

盛
り
込
み
、
強
く
運
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
渡
遣
文
雄
会
長
は

あ
い
さ
つ
の
中
で
「消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
軽

減
税
率
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
廃
止
又
は
延
期

を
要
望
し
て
き
た
。
残
念

な
が
ら
実
現
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
今
年
９
月
の

陳
情
で
は
、
両
制
度
の
廃

止
を
絶
対
取
り
下
げ
な
い

意
向
を
示
し
た
。
引
き
続

き
こ
の
要
望
の
実
現
に
向

け
て
運
動
を
行
っ
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

な
お
、
定
期
大
会
に
先

立
ち
、
西
田
昌
司
参
議
院

議
員
（自
民
党
・京
都
府

選
挙
区
）を
講
師
に
迎
え
、

「Ｍ
Ｍ
Ｔ
（現
代
貨
幣
理

論
）
か
ら
見
る
日
本
経
済

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
研

修
会
を
開
催
し
た
。

近
畿
税
理
士
政
治
連
盟

は
、
９
月
６
日
、
帝
国
ホ

テ
ル
大
阪
（大
阪
市
）
に

お
い
て
第
５３
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
＝
写
真
。

３
０
０
人
を
超
え
る
役
員

・代
議
員
と
、
各
税
政
連

の
会
長
な
ど
多
数
の
来
賓

出
席
が
あ
っ
た
。

近
畿
税
理
士
政
治
連
盟
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４
Ｔａ
三
一

　　
　
　

　
　

　　
最
初
に
、
久
保
直
己
会

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
７
月
に
施
行
さ
れ
た

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

つ
い
て
の
報
告
や
、
消
費

税
軽
減
税
率
導
入
反
対
を

は
じ
め
と
す
る
令
和
２
年

度
税
制
改
正
に
関
す
る
要

望
の
実
現
、
会
費
収
納
率

の
向
上
、
後
援
会
活
動
の

重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
た
。
来
賓
紹
介
の
後
、

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
を
含
む
８
議
案
が
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
７
人
の

代
議
員
に
よ
り
大
会
決
議

文
の
朗
読
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
、
税
政
連
活
動
に

多
大
な
功
労
の
あ
っ
た
退

任
と
な
る
後
援
会
会
長
等

へ
の
表
彰
及
び
会
費
収
納

に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た

支
部
連
・支
部
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
定
期
大
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

続
い
て
、

２１
人
の
国
会

議
員
等
に
よ
る
国
政
報
告

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後

開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
地
方
議
員
な
ど
が
加

わ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

，；三 堀東北税理士澱喬遮謡第４６回定期大会 　
　

　

　　　

　　　　　

東
北
税
理
士
政
治

東
北
税
理
士
政
治
連
盟

は
９
月
３
日
、
ホ
テ
ル
〆

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
（仙

台
市
）
に
お
い
て
、
第
４６

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た

＝
写
真
。

冒
頭
、
青
木
正
会
長
よ

り
「７
月
の
参
議
院
選
挙

で
は
、
推
薦
し
た
候
補
者

の
う
ち
２
人
が
落
選
し
て

東
北
税
理
士
政
治
連
盟

し
ま
い
残
念
な
結
果
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の

結
果
を
総
括
し
た
う
え

で
、
次
の
選
挙
に
向
け
て

備
え
る
と
と
も
に
、
今
後

は
消
費
税
の
請
求
書
等
保

存
方
式
の
維
持
や
災
害
損

失
控
除
の
創
設
等
、
令
和

２
年
度
税
制
改
正
に
向
け

て
積
極
的
に
訴
え
て
い
き

た
い
。
最
後
に
財
政
状
況

の
悪
化
に
よ
り
、
今
回
初

め
て
実
施
さ
れ
る
サ
ポ
ー

ト
募
金
に
ぜ
ひ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
旨

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

続
い
て
審
議
に
移
り
、

上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案

か
ら
第
６
号
議
案
ま
で
い

ず
れ
も
満
場
一致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
年
は
役
員

の
改
選
期
に
当
た
っ
て
お

り
、
新
会
長
に
は
青
木
会

長
が
再
任
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
小
島
忠
男
日
本
税
理

士
政
治
連
盟
会
長
、
木
口

隆
東
北
税
理
士
会
会
長
よ

り
来
賓
祝
辞
が
披
露
さ

れ
、
定
期
大
会
は
無
事
終

了
し
た
。
，

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
国
会
議
員

や
関
連
団
体
の
役
員
等
が

多
数
出
席
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

マイナンバー制度に対応した新ラインナップ

　

「データ管理の達人」と「電子申告の達人」好評発売中！！

好評発売中！

　
　
　　
　

　　　　

北
海
道
税
理
士
政
治

令和元年（２０１９年）１１月１日 （金曜日）

北
海
道
税
理
士
政
治
連

盟
は
９
月
１３
日
、
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（札
幌
市
）に
お
い
て
第
５３

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た

＝
写
真
。

大
会
に
先
立
ち
、
国
民

北
海
道
税
理
士
政
治
連
盟

民
主
党
代
表
代
行
の
古
川

元
久
衆
議
院
議
員
（愛
知

２
区
）
を
講
師
と
し
「消

費
税
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
が
あ
り
、
約
８０
人
が
聴

講
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
代
議

員
８２
人
が
出
席
し
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、

名
越
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

し
、
続
い
て
金
坂
和
正
北

海
道
税
理
士
会
会
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
原
田
政
雄
会

員
、
西
谷
裕
幸
会
員
が
議

長
に
指
名
さ
れ
議
事
に
入

り
、
平
成
３０
年
度
運
動
経

過
報
告
・収
支
決
算
の
承

認
と
令
和
元
年
度
運
動
方

針
・収
支
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
宮
崎
役
員
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
会
長
等

の
選
挙
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
再
選
さ
れ
た
名
越
会

長
か
ら
は
、
地
区
会
活
動

の
更
な
る
活
性
化
と
組
織

率
の
向
上
・財
政
の
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
化
し
た
い
旨
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

最
後
に
渡
遷
文
雄
日
税

政
副
会
長
よ
り
来
賓
祝
辞

を
い
た
だ
き
滞
り
な
く
定

期
大
会
を
終
了
し
た
。

大
会
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
、
自
民
党
、
立
憲
民

主
党
、
公
明
党
よ
り
８
人

、． － －

　

薗． －
馨

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

光海溝税理士政治連盟第５３回定期壌

の
国
会
議
員
は
じ
め
代
理

秘
書
等
の
出
席
が
あ
り
、

議
員
か
ら
は
力
強
い
ス
ピ

ー
チ
を
い
た
だ
き
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

自
立
鞄
文
運
戸
主
打
に
姿
月
墓
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東
海
税
理
士
政
治

９
月
６
日
、
名
鉄
ニ
ュ

ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（名

古
屋
市
）
に
お
い
て
第
４５

回
東
海
税
理
士
政
治
連
盟

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た

＝
写
真
。

清
水
常
雄
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
平
成
３０

年
度
運
動
経
過
報
告
、
収

支
決
算
報
告
の
承
認
が
な

さ
れ
、
次
年
度
の
運
動
方

針
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
河
合
省
吾
総
務

会
長
か
ら
任
期
満
了
に
伴

東
海
税
理
士
政
治
連
盟

う
役
員
選
任
に
つ
い
て
提

案
説
明
が
あ
り
、
新
役
員

が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
、
田
中
克
明
新

会
長
か
ら
政
治
連
盟
の
活

動
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
清

水
会
長
他
退
任
さ
れ
る
方

々
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
と

も
に
「我
々
税
理
士
、税
理

士
会
の
要
望
等
が
国
会
に

届
く
よ
う
、
地
域
の
国
会

議
員
と
の
連
携
を
密
に
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

マイナンバー対策はお済みですか？
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データ管理の達人

　

マイナンバーを含むマスター情報を一元的に管理し、
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月
２０
日
、
四
国
税
理

時
代
に
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か
ら
の
出
席
者
や
税
政
連

動
の
支
援
を
強
化
す
る
案

茂
衆
議
院
議
員

（自
民
党

頂
戴
し
た
。

　　　　

い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

亨
参
議
院
議
員

（徳
島
選

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社

役
員
は
耳
を
傾
け
た
。

　

が
承
認
さ
れ
た
。

　　　

．
鳥
取
１
区
）
、
赤
津
亮

　

さ
ら
に
懇
親
会
へ
出
席

　

こ
の
意
味
か
ら
税
理
士

　

．』

　　　　　　　　　　　　　　　　

挙
区
）
よ
り
あ
い
さ
つ
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会

連
盟
規
約
の
一部
改
正
・
れ
≧
里近
貰
新
会
長
以
下
・
治
参
議
院
議
員
（自
民
党
と
な
り
・
和
や
か
な
う
ち
る
ｏ
記
念
す
べ
き
第
５０
回

　　　

が
－

　　　　　　　　　

秘
書
、
玉
木
雄
一郎
議
員

　　　　　　　　　　　　　

窒
死

　

十
八

　

・韮Ｌ
「

娠
艶
藁
灘
凝
難
滋

鱗
嘘
範
ぞ
鶴
箕
姦
〆
騒
馨
期

　

半

　　

・
『

　

選
駆
隷
羽

　　　

・１
１
・
団
闘

　

欄

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

務
が
承
認
さ
れ
た
ｏ

　　

の
他
地
元
県
市
の
知
事
及

　　　　　　　

を
継
続
し
・
新
し
い
令
和
－↑
十十ｒ
十
十』響

　　　　　　　　　

か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
ｏ
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醐ぼ「毒ご鮒繍滋露ヒメ．

　

軸 触塾綴鎌・

　　　　

凄 臨５１回定期檎 滋

り
、
そ
の
活
動
の
た
め
に
名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟
参
議
院
議
員
６
人
、
前
参
議
員
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

も
一人
で
も
多
く
の
会
員
副
会
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
議
院
議
員
１
人
と
多
数
の
れ
国
政
報
告
を
行
っ
た
。

に
入
会
し
て

い
」
と
の
あ

っ
た
。
そ
の

浪
貫
治
日
本

連
盟
副
会
長
、

鳥
取
（鳥
取
市
）
に
お
い

て
第
５１
回
定
期
大
会
が
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。
総
会

の
開
催
前
に
は
後
援
会
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
今
回

は
「税
制
改
正
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
」
や
「効
果
的
な

陳
情
方
法
」
等
を
テ
ー
マ

に
日
税
政
の
大
石
敬
国
対

委
員
長
の
話
に
各
後
援
会

か
ら
の
出
席
者
や
税
政
連

役
員
は
耳
を
傾
け
た
。

総
会
は
、
平
成
３０
年
度

運
動
経
過
や
収
支
決
算
、

連
盟
規
約
の
一部
改
正
、

そ
し
て
令
和
元
年
度
運
動

方
針
及
び
収
支
予
算
案
が

可
決
承
認
さ
れ
た
。

会

引
き
続
き
行
わ
れ
た
愛

知
県
集
会
で
は
愛
知
県
選

　…＼１＼＼
＼
＼

税
理
士
法
改
正
へ
団
結

北
陸
税
理
士
政
治
連
盟

北
陸
税
理
士
政
治
連
盟
審
議
に
入
っ
た
。
「北
陸

は
９
月
２０
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

税
理
士
会
の
方
針
に
沿

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
い
」
の
文
言
を
追
加
し
た

沢
（金
沢
市
）に
お
い
て
、
規
約
改
正
、
令
和
元
年
度

多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
運
動
方
針
決
定
、
役
員
改

第
５０
回
定
期
大
会
を
開
催
選
な
ど
上
程
さ
れ
た
７
議

し
た
＝
写
真
。

　　　

案
す
べ
て
が
原
案
ど
お
り

て
は
可
決
承
認
さ
れ
た

約
１
２
０
人
の
会
員
が
出

国
会
議
員
の
入
場
後
に

席
し
、
森
陰
輝
夫
副
会
長
は
、
再
任
さ
れ
た
玉
井
政

の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
利
新
会
長
よ
り
令
和
２
年

小
島
忠
男
日
税
政
会
長
か
度
の
税
制
改
正
要
望
の
説

ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
明
と
と
も
に
「国
会
議
員

た
後
、
木
村
光
雄
会
員
が
の
先
生
方
の
力
添
え
を
い

　
　÷

－

　　

－

　

　　

　

　

　

　
　
　

　　

も
ぎ

′

　

川

　

綿

　

継ぐ
」
お

　　　　

　　

　　　

　

　　　

　

〕
お
き
き
申

　　　

ー一

転

　　　　　

　　　　　

　　

　

の
築
き
上
げ
て
き
た
社
会
さ
れ
た
。
な
お
、
役
員
選

か
ら
の
信
頼
を
将
来
の
若
任
の
件
で
は
、
清
藤
智
彦

い
税
理
士
に
引
き
継
い
で
会
長
及
び
総
務
・会
計
監

益
々
活
躍
で
き
る
よ
う
税
事
が
選
任
さ
れ
た
。

理
士
法
改
正
に
向
け
た
運

審
議
終
了
後
は
、
大
会

動
を
展
開
し
て
い
き
た
決
議
文
の
朗
読
が
行
わ

い
」
と
決
意
を
込
め
た
あ
れ
、
杉
山
文
成
日
税
政
副

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　　　　

に
よ
る

　

‐

　　

で

　

▼ｉ

　

理
士
会
会
長
、
来
賓
国

さ
ド
ー
議
員
よ
り
祝
辞
を
い
た

、「
，

き
、
最
後
に
、
高
田
照

　　

副
会
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ

ー
１
１

ム
唱
が
行
わ
れ
、
嶋
田
兼

ｌｒ
｝」
副
△長
の
閉
会
あ
い
さ

れ
、
杉
山
文
成
日
税
政
副

会
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
で

は
「国
政
選
挙
へ
の
対
応

は
税
政
連
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
活
動
で
あ
る
。
全

国
の
皆
様
の
力
を
結
集
し

取
り
組
ん
だ
結
果
、
全
国

で
５６
人
の
推
薦
議
員
が
当

選
し
た
。
国
会
に
お
け
る

税
政
連
の
評
価
は
地
域
に

密
着
し
た
活
動
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝

す
る
。
今
後
も
税
理
士
法

改
正
、
税
制
改
正
に
つ
い

て
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

い
き
、
す
べ
て
の
税
理
士

が
誇
り
と
使
命
感
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
よ
う
英
知

を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で

ｉ

－

・
、
、

ｇ
“１喬キキ
ー長
に
選
出
お
栃
、
議
勘
た
だ
い

・い－－いｒ
十
十十十

　　　　　　　　　

【

て
は
①
組
織
及
び
活
動
目

的
の
明
確
化
②
役
員
定
数

一
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ド
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議
案
審
議
終
了
後
、
石
破
び
市
長
の
代
理
の
祝
辞
を
要
な
政
治
活
動
を
行

茂
衆
議
院
議
員
（自
民
党
頂
戴
し
た
。

　　　　

い
る
。

・鳥
取
１
区
）
、
赤
津
亮

　

さ
ら
に
懇
親
会
へ
出
席

　

こ
の
意
味
か
ら
税

正
衆
議
院
議
員

治
参
議
院
議
員
（目

・鳥
取
島
根
選
挙
区
）

伊
木
隆
司
米
子
市
長
、

の
他
地
元
県
市
の
知

さ
れ
た
議
員
に
は
会
員

の
懇
談
を
深
め
る
機
会

と
な
り
、
和
や
か
な
う

に
行
事
の
す
べ
て
を
終

し
た
。

い
る
。

こ
の
意
味
か
ら
税
理
士

会
と
税
理
士
政
治
連
盟
は

表
裏
一体
の
関
係
で
あ

る
。
記
念
す
べ
き
第
５０
回

大
会
に
あ
た
っ
て
、
四
税

政
で
は
過
去
の
よ
き
も
の

を
継
続
し
、
新
し
い
令
和

蜘鰯蟹鰐関穀坪磨鰯鰍両ー征輝堪能艦艇輝勘炊姪飲帥

縦
新
し
い
令
和
時
代
に
対
応

筋

四
国
税
理
士
政
治
連
盟

を
活
発
化
し
て
い
り

た
い
。
ま
た
１０
月
、

軽
減
税
率
導
入
に

て
、
か
な
り
の
困

　

９
月
２０
日
、
四
国
税
理
時
代
に
対
応
す
る
組
織
と
想
さ
れ
る
。
今
後
は
我
々
が
誇
り
と
使
命
感
を
持
っ

士
政
治
連
盟
の
第
５０
回
定
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
が
一丸
と
な
っ
て
、
複
数
て
活
動
で
き
る
よ
う
英
知

期
大
会
が
、
リ
ー
ガ
ホ
テ
る
。
会
員
一人
ひ
と
り
が
税
率
と
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
・を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で

ル
ゼ
ス
ト
高
松
（高
松
市
）
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
だ
予
定
を
廃
止
で
き
る
よ
う
い
く
。
四
税
政
に
お
い
て

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
＝
き
、
も
し
政
治
連
盟
が
な
活
動
し
た
い
」
旨
の
あ
い
も
、
改
め
て
ご
理
解
と
ご

写
真
。
矢
野
平
八
会
長
よ
か
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　　　

協
力
を
お
願
い
す
る
」
旨

り
「７
月
の
参
議
院
選
挙
る
か
を
肝
に
銘
じ
て
ほ
し

　

続
い
て
、
徳
永
豊
副
会
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い

で
は
、
連
盟
推
薦
候
補
者

い
。
そ
し
て
未
加
入
者
に
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
た
。
そ
の
後
、祝
電
披
露
、

３
人
が
当
選
し
、
各
後
援
対
し
て
連
盟
の
必
要
性
を
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
６
新
旧
役
員
あ
い
さ
つ
と
続

会
お
よ
び
会
員
各
人
の
ご
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
活
動
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
き
、
万
歳
三
唱
で
閉
会
し

尽
力
に
感
謝
す
る
。
連
盟
ｒ

　　　　　　　　　　　　

／

　　　　　

た
。

は
税
理
士
の
社
会
的
地
位

　

豪

遊
琢

　　　

，

懇
親
会
で
は
、
大
野
敬

向
上
と
と
も
に
、
納
税
者

　　

寧
ｒ

　　

遭
い
喜

　

窟

　

－
太
郎
衆
議
院
議
員
（香
川

の沈め胸眼駐留蹴眺剛

　

”÷
闘

　　

だ三

　

崎

　

脇駆ぞ「鞭噛靴駆強橋

　　　　　　　　　　
　
　
　　
　

　

　

　

　

　　

　　
　
　　　　　
　　
　

　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　

　

　　　

　

（香
川
選
挙
区
）
、
三
木

亨
参
議
院
議
員
（徳
島
選

挙
区
）
よ
り
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
平
井
卓
也
議
員

秘
書
、
玉
木
雄
一郎
議
員

秘
書
の
出
席
も
あ
り
、
１

０
８
人
の
参
加
者
で
賑
や

か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。
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政
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二
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・
ニ
ー
キ
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‐
ニ
ー
‐咽
－
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離
州
綱
脚
謁
励
徹
硫
恥
か

臥縄榊車制度により
糎酬凝械凱裟鮒伽綱嗣
祝
棚糖賜臓奪組鯉暫剛測欄鵬僻翻搬ぞ蜘遍数榊劇触精剛跡嫡更闘
細制測蘇を幕、消費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配
機
能
や
資
源
配
分
機
能

税
収
は
大
き
く
減
少
し
、

し
た
。

　　　　　　

と
し
て
は
、

「課
税
事
業

し
た
が
、
榎
教
税
率
採
用

を
指
摘
し
て
い
る
。

　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－三

．
ニ
ム
メ
（

　

二
誓

言
＝
：

　　　　　　　

に
優
れ
た
所
得
税
や
社
会

税
収
減
を
補
う
た
め
更
な

②
多
く
の
財
政
学
者
は
、
者
の
選
択
」
で
あ
る
が
、
は
僅
か
５
カ
国
、
残
り
２５

　

現
在
で
は
、
世
界
の
経
‐
以
上
述
べ
た
、
軽
減
税

　　　　　　　　　　　　

政
策
委
員
長

　

山

田

　

隆

慶

　

保
障
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
税
率
引
き
上
げ
と
新
た
仕
金

額
控
除
の
担
保
力
価
格
並蟹
力
の
無
ぃ
中
小

畠

ま
単
－税
率
を
採
用
済
学
者
、
財
政
≧
弱
多
率
制
度
と
イ
ン
ポ
ィ
ス
制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り
、
世
界
は
そ
の
方
向
に

な
軽
減
取
引
が
必
要
と
な

は
相
互
牽
制
作
用
を
持
つ

零
細
企
業
に
は
大
き
な
負

し
た
。

　　　　　　

く
が
、
三
リ
型
Ｖ
Ａ
Ｔ
の

度
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ

イ
ン
ボ
イ
ス
が
最
適
と
論

担
と
な
る
。

　　　　　

付
加
価
値
税
の
内
容
と

複
数
税
璽
制
度
に
否
定
的

等
を
通
じ
国
王
に
広
く
周

　　
　　
　　　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キ

ー
・

　

誓
ゞ
；
”

　

，

　　

，，

　　

”，，
，ゞ
，
、

　

三

一“
ぷ
ｉ
ニ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

付
加
価
値
税
の
効
率
性

　　

ｒ
／
ド
「
≦
」券

　

ね
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
相

た
場
合
の
益
税
解
消
額
は

単
一
課
税
し
、
付
加
価
値

論
じ
て
い
る
。

　　　　　　

；
：

　

÷

　

÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
測
る
も
の
と
し
て
ｃ
効

　

純
屡
ル
戸
財
レ
リ
鰭
憎

　

互
牽
制
が
目
的
で
は
な

２
４
８
０
億
円
と
な
っ
て

税
は
長
所
で
あ
る
財
源
詞

③
２
０
１
４
年
、
東
京
で

史
的
に
失
敗
と
さ
れ
る
制

　　　

…
！
；…
′
…
：

し
て
も
定
着
し
て
い
た
。
減
す
れ
ば
当
然
に
高
所
得
い
。
単
一の
比
例
税
率
課
率
性
と
い
う
指
標
が
あ

　

４
訓
唯
け
１
０
フ
ｒ
ノ

く
、
適
正
な
税
額
控
除
が

い
る
。
複
数
税
率
を
導
入
達
機
能
に
専
念
す
る
。
た
各
国
の
課
税
当
局
書
か
集
度
を
導
入
す
る
合
理
総
理

　

‐三
一選熊ぶ蒔
き
きき
一之

　

そ
こ
で
Ｂ
Ｅ
Ｃ
で
は
通
関
者
に
そ
の
軽
減
効
果
は
有
税
は
消
費
時
に
課
税
す
る
る
。
本
来
得
ら
れ
る
べ
き

　

〉
ラ
１
ラ

　

，ヒ、
〆
／
二
′；
三
ヌ
ノー

　

の
た
め
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を

利
に
働
く
。
低
所
得
者
に

際
の
唯
一
の
公
平
概
念

税
収
を
１
０
０
と
し
て
、

①
２
０
０
７
年
、
Ｅ
Ｕ
は

ス
よ
り
低
コ
ス
ト
で
簡
易

ス
ト
の
増
加
と
税
収
の
減

る
者
に
は
社
会
保
障
を
含

ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

繰
り
返
す
が
、
複
数
税

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目
的
で
あ
る
。
イ
ン
ボ
イ

し
た
こ
と
に
よ
る
徴
税
コ

だ
し
、
本
当
に
困
っ
て
い

ま
り

「寸
工
仕
置
魂
の
グ

由
は
見
い
だ
し
難
い
。

　　
　

ｉ
！
１
ｉ１ニニ１
１：．１
：．
Ｖ
Ａ
Ｔ
に
お
け
る
仕
入
税

対
す
る
軽
減
で
は
な
く
、

で
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
属
性
で
あ

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
税
収

Ｖ
Ａ
Ｔ
に
係
る
コ
ン
ブ
ラ
で
、
適
正
な
税
額
控
除
機
少
額
か
ら
す
る
と
、
中
小
め
た
個
別
の
給
付
等
の
仕
開
催
さ
れ
た
。
経
斉
協
力
率
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

　

日
本
で
は
一般
的
に
、
額
控
除
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
高
所
得
者
に
対
す
る
補
助
る
。
包
括
的
所
得
概
念
や
が
あ
る
か
を
示
す
も
の
イ
ア
ン
ス
コ
ス
ト
削
減
の
能
が
認
め
ら
れ
る
方
法
が
零
細
事
業
者
に
非
情
な
措
組
み
で
救
済
す
る
。
こ
れ
開
発
機
構
（Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
手
続
き
は
複
雑
に
な
り
、

軽
減
税
率
は
「軽
減
」
と
し
て
借
用
し
た
。

　　　

金
額
の
方
が
大
き
い
（逆
最
適
課
税
理
論
を
根
拠
と
だ
。
単
一税
率
時
の
日
本
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
選
択
す
置
で
は
な
い
か
。

　　　

が
世
界
の
主
流
と
な
っ
が
次
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
税
収
ら
減
少
し
、
国
民
の

い
う
情
緒
的
響
き
か
ら
肯

　

以
後
、
拡
大
し
現
在
の
進
性
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
）。
し
て
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
に
所
得
再
は
６５
％
。
Ｅ
Ｕ
各
国
は
平
を
策
定
し
た
。
Ｖ
Ａ
Ｔ
に
べ
き
で
あ
る
。
請
求
書
等

　

さ
ら
に
、
積
上
げ
計
算
た
。

　　　　　　　

作
成
し
、
参
加
し
た
各
国
負
担
が
さ
ら
に
増
え
る
こ

定
的
に
受
け
取
ら
れ
、
イ
Ｅ
Ｕ
に
い
た
る
ま
で
、
政
ち
な
み
に
財
務
省
の
資
料
分
配
機
能
を
求
め
る
こ
と
均
し
て
５０
％
を
割
る
。
ド
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
保
存
を
前
提
と
す
る
帳
簿
を
原
則
と
す
る
イ
ン
ポ
イ

　

Ｇ
Ｓ
Ｔ
採
用
国
と
し
て
政
府
が
支
持
を
し
た
。

　

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま

ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
軽
減
治
的
妥
協
を
繰
り
返
し
て
で
は
、
今
回
の
軽
減
税
率
は
無
理
で
あ
り
無
駄
で
あ
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
た
め
、
そ
の
削
減
を
各
国
方
式
は
、
法
人
税
や
所
得

ス
制
度
の
下
で
は
、
簡
易
多
く
の
財
政
学
者
が
支
持

　

「低
所
得
者
世
替
り
負
た
、
複
数
税
服一を
一度
導

税
率
制
度
を
担
保
す
る
た
今
日
の
広
範
な
複
数
税
率
２
％
で
、
低
所
得
世
帯
に
る
。
逆
進
性
が
存
在
す
る
は
４６
～
４８
％
。
標
準
税
率
政
府
に
求
め
た
も
の
だ
税
の
申
告
と
有
機
的
に
結
課
税
制
度
は
意
味
を
持
た
し
て
い
る
の
が
ニ
ュ
ー
ジ
担
を
緩
和
一‘／る
た
め
、
軽
入
し
て
し
ま
う
と
簡
単
に

報
道
さ
れ
て
き
た
が
、
私
税
率
、
非
課
税
）
が
出
現
円
に
対
し
高
所
得
世
帯
に
担
し
た
他
の
税
目
及
び
社
課
税
、
軽
減
税
率
の
存
在
府
で
推
計
さ
れ
た
コ
ン
ブ
の
申
告
と
同
時
に
消
費
税
え
れ
ば
、
当
然
廃
止
の
方
ー
ラ
ン
ド
は
長
い
陣
間
を
国
も
あ
る
が
、
軽
減
税
率

い
。

に
は
あ
る
種
の
バ
イ
ア
ス
し
た
。
こ
の
政
治
的
妥
協
対
す
る
補
助
額
は
２
８
３
会
保
障
等
も
含
め
て
考
慮
が
財
源
を
浸
食
し
、
ま
た
ラ
イ
ア
ン
ス
コ
ス
ト
の
総
の
申
告
作
業
も
終
了
す
向
に
向
か
う
と
考
え
ら
れ
か
け
て
議
論
を
重
ね
、
政
は
低
所
得
者
を
支
援
す
る

　

国
の
基
幹
税
と
し
て
消

が
掛
っ
た
情
報
と
し
か
思
の
産
物
に
つ
い
て
、
ノ
ー
０
億
円
（割
合
は
１
対
２
）
す
べ
き
で
あ
り
、
合
理
的
事
務
負
担
も
増
加
。
単
一

　

額
は
７
９
５
億
ユ
ー
ロ
る
。
税
額
の
積
上
げ
計
算
る
。
し
か
し
、
簡
易
課
税
府
が
粘
り
強
く
匡
民
に
説
方
策
と
し
て
、
対
象
者
を
喜
悦
は
重
要
だ
が
、
た
だ

え
な
い
。

　　　　　

ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
で
あ
り
、
財
源
減
少
額
は
測
定
に
よ
り
逆
進
性
の
存
税
率
に
比
べ
、
機
能
は
書

（約
１０
兆
円
、
域
内
人
口
に
よ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
制
度
の
目
的
は
事
務
負
担
明
し
、
Ｂ
Ｕ
型
Ｖ
Ａ
Ｔ
を
限
定
し
た
給
々
肴
置
に
土
税
率
を
引
き
上
げ
れ
ば
済

合
を
目
的
と
し
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ

（後
述
）
は
「こ
れ
ら
の

な
っ
て
い
る
。
１
４
３
０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の
金
額
の
大
き
さ
に
驚

点
か
ら
帳
簿
方
式
の
方
が

入
率
を
引
下
げ
る
等
に
よ

る
、
と
い
う
結
論
か
う
草

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

向
性
を
国
民
の
総
意
と
し

　

（欧
州
経
済
共
同
体
）
が

制
度
は
、
政
治
家
が
低
所

億
円
の
軽
減
の
た
め
に
毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

く
。

　　　　　　　

優
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

り
益
税
を
解
消
し
、
真
の

　

一税
璽
を
導
入
し
た
。
そ

た
」
。

　　　　　　

て
決
め
る
べ
き
と
考
え

で
き
た
と
き
、
標
準
的
な

得
者
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い

年
９
４
６
０
億
円
の
無
駄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ
の
後
の
２
０
１
０

前
述
の
世
界
銀
行
の
報
告
簡
易
申
告
制
度
と
し
て
残
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

　

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
２
る
。

　

１
９
５
７
年
、
経
済
統

チ
ャ
ー
ル
ズ
マ
ー
リ
ー
ズ

毎
年
１
兆
８
９
０
億
円
と

　　　　

＼縫
鐸
勢
ル
ナ／
′

　　　　　　　　

約
５
億
人
）
で
あ
り
、
そ

よ
り
担
保
力
と
コ
ス
ト
の

軽
減
で
あ
る
。
み
な
し
仕

続
け
る
と
機
能
不
全
に
陥

べ
る
と
極
め
て
非
効
率
で

む
話
で
は
な
い
。
そ
の
方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

　
　

　

　
　　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コ
蹴耀
一瞬
粥
鰐
織
隊
鰍
機
嫌
鱒
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

喜
輯馨
鞠

瀞

増
救
護

繍
鰯
綴
総

務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

税
制
（付
加
価
値
税
、
以
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
政
を
続
け
る
こ
と
の
合
理
的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年
、
世
界
銀
行
は
付
加
価
書
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
す
べ
き
で
あ
り
、
廃
止
す
ン
ド
は
財
政
赤
字
の
解
消
０
１
０
年
、
「寸
川
価
値

単
一税
率
で
、
す
べ
て

　

一
方
、
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
計
算

　

軽
減
税
率
採
用
の
根
拠

る
が
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は

　　

／
廿戦
『
…
瀞

　

．．．“

　

瞬
韓
瞬
塚繰
飽鎚
”樹
鴇
駿
馳

・
申
告
の
基
礎
と
な
る
法

と
し
て
、
「逆
進
性
を
解

多
分
に
政
治
的
ア
リ
バ
イ

　　

多
釈多
命
粥
総
轄
櫛
縄
鴇
潮
岬一蹴
謎
磯
鰯
総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃ
に
倣
い
、
多
く
の
国
が

に
、
欧
米
に
お
け
る
最
高

鑑
み
る
と
、
も
｛

定
証
癒
が
必
要
と
な
る
。

消
す
る
た
め
」
と
説
明
さ

と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

　　　

鴻
趨
簾
贈
璽
￥
鰍禦
穣
が
鰐
鱈
寒
診
矩瀬“謡
詫

　　　

時
間
、
Ｂ
Ｕ
平
均
は
７３
時

　

日
本
版
イ
ン
ボ
イ
ス
制

複
数
税
率
制
度
も
併
せ
て

の
財
政
学
者
の
研
究
グ
ル

率
的
な
付
加
価

　

以
前
か
ら
多
く
の
国
と
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
課
税
タ
イ
ミ
ン

国
境
を
接
し
て
い
た
欧
州
な
の
か
。

　　　　　

グ
は
消
費
支
出
時
で
あ

で
は
、
通
関
手
続
き
に
必

　

消
費
者
の
商
品
購
入
単
り
、
そ
の
際
、
消
費
者
の

要
な
送
り
状
（イ
ン
ボ
イ
価
と
所
得
の
多
寡
は
比
例
所
得
や
資
産
の
多
寡
な
ど

ス
）
が
国
内
の
商
慣
習
と
関
係
に
あ
る
。
税
率
を
軽
事
業
者
が
知
る
術
は
な

　　　　　

；
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き

　

，
１

覆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

く
し
ま
し
た
。

　　

７
っ
ぬ
繋

が
滞
り
な
く

の
嬰
議
長
の
先
生
方
に

主
張
に
変
ゎ
り
が
な
ぃ
こ

　　　　

；

　

…塙
齢

扇

言

　　　

①嚢

連

　

少ぎ
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定
空
彊
馨
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宗
き
終
璽
昌

劣
ゑ
券
璽

た
来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す
が
、
第
３
号
議
案
の
運

　

糟
簿
税
巻
税
が
目
前
に

し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案

の
先
生
が
あ
い
さ
つ
に
見

　

こ
の
度
、
日
税
政
定
期

こ
ろ
は
見
直
し
も
必
要
だ
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。
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日

　

本

　

税

　

政

　

連 第５４９号

　　

（８）令和元年（２０１９年）１１月１日（金曜日） （第三種郵便物認可）

９
自
然
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５３
回
定
期
大
会
に
お
い
て
は
、
税
政
連
の

活
動
方
針
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
当
日
の
議
事
録
か
ら
そ
の
要
旨

を
紹
介
す
る
。

第
５３

回

定
期
大
会

第
３
号
議
案

　

令
和
元
年
度
運
動
方
針
決
定
の
件

第
４
号
議
案

　

令
和
元
年
度
組
織
活
動
方
針
決
定

　　　　

の
件

第
５
号
議
案

　

令
和
元
年
度
収
支
予
算
決
定
の
件

な
り
ま
し
た
。３
点
ほ
ど
、

テ
ー
マ
が
掲
載
さ
れ
ま

す
。

　

「中
小
企
業
を
排
除
す

る
日
本
型
イ
ン
ボ
イ
ス
」、

「時
代
遅
れ
の
軽
減
税

率
」、「も
う
い
ち
ど
見
直

す
べ
き
消
費
税
の
あ
り

方
」、か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
取
っ
て
掲
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

新
聞
で
軽
減
税
率
を
批
判

的
に
取
り
上
げ
た
記
事
は

初
め
て
か
な
と
。

　

（６
面
に
関
連
三
唱
）

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
し
、
全
国
青
色
申

告
会
総
連
合
も
、
同
様
の

内
容
を
提
言
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

方
向
性
を
同
じ
く
し
て
動

い
て
い
る
の
で
、
更
に
連

携
し
て
税
制
改
正
を
押
し

進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

山
田
政
策
委
員
長

税
制
改
正
の
リ
ー
フ
レ

ツ
ト
の
表
現
内
容
に
つ
い

て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り

非
常
に
甘
か
っ
た
と
い
う

認
識
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

単
一税
率
に
つ
い
て
は

①
軽
減
税
率
で
は
限
界
が

あ
る
②
財
政
の
鞍
損
が
は

な
は
だ
し
い
③
直
接
給
付

の
ほ
う
が
効
率
的
だ
と
い

う
３
つ
の
文
言
を
具
体
的

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
イ
ン
ボ
イ
ス

に
つ
い
て
は
「今
の
区
分

記
載
で
ま
っ
た
く
問
題
な

い
」
と
の
文
言
を
入
れ
る

第
６
号
議
案

　

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の

　　

件

第
７
号
議
案

大
会
決
議
決
定
の
件

・

　

十



（第ニ種郵便物・認可）

日
税
政
は
、
９
月
２６
日
の
定
期
大
会
終
了
後
、
関
係
国
会
議
員
、
友
好
団
体
、
関
係
団
体
を
招

い
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
来
賓
と
し
て
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
を
は
じ
め
、
竹
本
直
一

内
閣
府
特
命
大
臣
、
宮
沢
洋
一自
民
党
税
調
会
長
な
ど
各
党
幹
部
ら
が
多
数
出
席
し
、
税
政
連
役

員
等
と
な
ご
や
か
に
懇
談
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
国
会
議
員
を
紹
介
す
る
。
（敬
称
略
・

順
不
同
・ゴ
シ
ッ
ク
は
本
人
出
席
・党
派
は
９
月
２６
日
現
在
。
「自
」
＝
自
由
民
主
党
、
「公
」

＝
公
明
党
、
「立
」
＝
立
憲
民
主
党
、
「国
」
＝
国
民
民
主
党
、
「維
」＝
日
本
維
新
の
会
、「希
」

＝
希
望
の
党
、
「無
」
＝
無
所
属
を
表
す
。
）

令和元年（２０１９年）１１月１日 （金曜日）

一

　

出
席
議
員
．覧

　

－

■
東
京
税
理
士
政
治
連
盟

海
江
田
万
里

　

東
京
１
区

　

立

辻

清
人

　

東
京
２
区

　

自

落
合

貴
之

　

東
京
６
区

　

立

菅
原

　

一秀

　

東
京
９
区

　

目

下
村

博
文

　

東
京
１１
区

　

目

鴨
下

一
郎

　

東
京
１３
区

　

目

木
原

誠
二

　

東
京
２０
区

　

目

伊
藤

達
也

　

東
京
２２
区

　

目

小
倉

　

府
信

東
京
２３
区

　

目

井
上

信
治

　

東
京
２５
区

　

目

越
智

隆
雄

　

比
例
東
京

　

目

小
田
原

　

潔

　

比
例
東
京

　

目

山
田

美
樹

　

比
例
東
京

　

目

高
木
美
智
代

　

比
例
東
京

　

公

末
松

　

義
規

　

比
例
東
京

　

立

初
鹿

　

明
博

　

比
例
東
京

　

立

山
花

郁
夫

　

比
例
東
京

　

立

伊
藤

　

俊
輔

　

比
例
東
京

　

国

柿
沢

　

末
途

　

比
例
東
京

　

無

松
原

　　

仁

　

比
例
東
京

　

無

丸
川

　

珠
代

東
京
選
挙
区

　

目

竹
内
と
し
子

　

東
京
選
挙
区

　

公

山
口
那
津
男

東
京
選
挙
区

　

公

■
東
京
地
方
税
理
士
政
治
連
盟

松
本

　　

純

神
奈
川
１
区

　

目

菅

　　

義
偉

神
奈
川
２
区

　

目

鈴
木

　

馨
佑

神
奈
川
７
区

　

目

笠

浩
史

　

神
奈
川
９
区

　

無

田
中

　

和
徳

神
奈
川
ｍ
区

　

目

小
泉
進
次
郎

神
奈
川
ｕ
区

　

目

阿
部

　

知
子

神
奈
川
１２
区

　

立

甘
利

明

　

神
奈
川
焔
区

　

目

山
際
大
志
郎

神
奈
川
焔
区

　

目

堀
内

　

詔
子

　

山
梨
２
区

　

目

中
谷

真
一

　

比
例
南
関
東

　

目

島
村

　　

大

神奈川県選挙区

　

目

三
原
じ
ゅ
ん
子

神奈川器
楽薩

　

目

佐
々
木
さ
や
か

　

神奈川県選挙区

　

公

三
浦

　

信
祐

神奈川選挙
区

　

公

牧
山
ひ
ろ
え

神奈川県選挙区

　

立

宮
沢

　

由
佳

山
梨
選
挙
区

　

立

■
千
葉
県
税
理
士
政
治
連
盟

門
山

　

宏
哲

　

千
葉
１
区

　

目

野
田

　

佳
彦

　

千
葉
４
区

　

無

菌
浦
健
太
郎

　

千
葉
５
区

　

目

渡
辺

博
道

　

千
葉
６
区

　

自

薦
藤

　

健

　

千
葉
７
区

　

目

森

　　

英
介

千
葉
１１
区

　

目

浜
田

　

靖
一

　

千
葉
１２
区

　

目

田
嶋

　　

要

比
例
南
関
東

　

無

富
田

茂
之

　

比
例
南
関
東

　

公

生
方

幸
夫

　

比
例
南
関
東

　

立

谷
田
川

　

－冗
比
例
南
関
東

　

国

石
井

準
一

　

千葉県選挙区

　

目

猪
口

邦
子

　

千葉県選挙区

　

目

豊
田

俊
郎

　

千葉県選挙区

　

目

元
栄
太
一郎

千葉県選挙区

　

目

長
浜

博
行

　

千葉県選挙区

　

立

小
西

　

洋
之

千葉県選挙区

　

無

■
関
東
信
越
税
理
士
政
治
連
盟

田
所

　

嘉
徳

　

茨
城
１
区

　

目

額
賀
頑
志
郎

　

茨
城
２
区

　

目

葉
梨

康
弘

　

茨
城
３
区

　

目

梶
山

弘
志

　

茨
城
４
区

　

自

国
光

　

文
乃

　

茨
城
６
区

　

目

船
田
ノ

　

元

　

栃
木
１
区

　

目

築

和
生

　

栃
木
３
区

　

目

茂
木

　

敏
充

　

栃
木
５
区

　

目

尾
身

朝
子

　

群
馬
１
区

　

目

井
野

俊
郎

　

群
馬
２
区

　

目

小
測

優
子

　

群
馬
５
区

　

目

村
井

　

英
樹

　

埼
玉
１
区

　

目

新
藤

義
孝

　

埼
玉
２
区

　

目

黄
川
田
仁
志

　

埼
玉
３
区

　

目

穂
坂

　　

泰

　

埼
玉
４
区

　

目

枝
野

　

幸
男

　

埼
玉
５
区

　

立

大
島

　　

敦

　

埼
玉
６
区

　

国

神
山

　

佐
市

　

埼
玉
７
区

　

目

柴
山

昌
彦

　

埼
玉
８
区

　

目

大
塚

　　

拓

　

埼
玉
９
区

　

目

山
口

泰
明

　

埼
玉
１０
区

　

目

土
屋

　

品
子

埼
玉
１３
区

　

目

三
ツ
林
格
巳

埼
玉
１４
区

　

目

田
中

　

良
生

埼
玉
１５
区

　

目

鷲
尾
英
一郎

　

新
潟
２
区

　

目

泉
田

　

格
彦

　

新
潟
５
区

　

目

高
鳥

修
一

　

新
潟
６
区

　

目

後
藤

茂
之

　

長
野
４
区

　

目

宮
下

一郎

　

長
野
５
区

　

目

永
岡

桂
子

　

比
例
北
関
東

　

目

中
根

一幸

　

比
例
北
関
東

　

目

石
井

　

啓
．
比
例
北
関
東

　

公

大
河
原
雅
子

　

比
例
北
関
東

　

立

山
川
百
合
子

　

比
例
北
関
東

　

立

浅
野

　　

哲

比
例
北
関
東

　

国

小
宮
山
泰
子

　

比
例
北
関
東

　

国

森
田

俊
和

　

比
例
北
関
東

　

国

上
野

　

宏
史

比
例
南
関
東

　

目

石
崎

　　

徹

比例北陸信越

　

目

高
市
早
苗
総
務
大
臣

三

一・
ミ

ニ
三

１
５
６
人
の
国
会
議
員
が
来
場

細
田

健
一

　

比例北陸信越

務
台

俊
介

　

比例北陸信越

岡
田

　　

広

茨城県選挙区

上
月

　

良
祐

茨城県選挙区

高
橋

　

克
法

栃木県選挙区

清
水

真
人

　

群馬粟選挙区

関
口

昌
一

　

埼玉環選挙区

古
川

俊
治

　

埼玉県選挙区

西
田

　

実
仁

埼玉県選挙区

矢
倉

　

克
夫

埼玉県選挙区

熊
谷

　

裕
人

埼玉県選挙区

羽
田
雄
一郎

　

長野県選挙区

羽
生
田

　

俊

比
例
代
表

■
近
畿
税
理
士
政
治
連
盟

大
岡

　

敏
孝

滋
賀
１
区

衆議院 参議院 合計

本人出席 臥ｕ 臥 鰍
代理出席 臥 臥 臥
合

　

計 以２４ 臥 捌
三
豊

　　　　　

　
　 　　　　　　　　　公立国　

上
野
賢
一郎

安
藤

　　

格

大
西

　

宏
幸

左
藤

　　

章

佐
藤

　

茂
樹

中
山

　

泰
秀

伊
佐

　

進
一

渡
嘉
敷
奈
緒
美

大
塚

　

一品
司

原
田

　

憲
治

平
野

　

博
文

長
尾

　　

敬

竹
本

　

直
一

北
側

　

．雄

盛
山

　

正
仁

関

　　

芳
弘

藤
井
比
早
之

山
田

　

賢
司

中
野

　

洋
昌

西
村

　

康
稔

渡
海
紀
三
朗

松
本

　

剛
明

山
口

　　

壮

高
市

　

早
苗

田
野
瀬
大
道

岸
本

　

周
平

石
田

　

真
敏

大
隈

　

和
英

奥
野

　

信
亮

尾
辻
か
な
子

桜
井

　　

周

森
山

　

浩
行

井
上

　

一徳

小
鑓

　

隆
史

西
田

　

昌
司

滋
賀
２
区

京
都
６
区

大
阪
１
区

大
阪
２
区

大
阪
３
区

大
阪
４
区

大
阪
６
区

大
阪
７
区

大
阪
８
区

大
阪
９
区

大
阪
１１
区

大
阪
１４
区

大
阪
１５
区

大
阪
１６
区

兵
庫
１
区

兵
庫
３
区

兵
庫
４
区

兵
庫
７
区

兵
庫
８
区

兵
庫
９
区

兵
庫
１０
区

兵
庫
１１
区

兵
庫
１２
区

奈
良
２
区

奈
良
３
区

和
歌
山
１
区

和
歌
山
２
区

比
例
近
畿

比
例
近
畿

比
例
近
畿

比
例
近
畿

比
例
近
畿

比
例
近
畿

滋賀県選挙区

京都府選挙区
　　　　公　　　　　国　　　　　　　公　　　　　　国　　　立立立希　　

松
川

　

る
い

　

大阪府選挙区

石
川

　

博
崇

大阪府選挙区

杉

久
武

　

大阪府選挙区

加
田

　

裕
之

兵庫県選挙区

末
松

　

信
介

兵庫県選挙区

伊
藤

　

孝
江

兵庫県選挙区

高
橋

　

光
男

兵庫県選挙区

片
山

　

大
介

兵庫県選挙区

佐
藤

　　

啓

奈良
県選挙
区

熊
野

　

正
士

比
例
代
表

■
北
海
道
税
理
士
政
治
連
盟

道
下

大
樹

　

北
海
道
１
区

吉
川

　

貴
盛

北
海
道
２
区

荒
井

　　

聴

北
海
道
３
区

中
村

裕
之

　

北
海
道
４
区

和
田

義
明

　

北
海
道
５
区

佐
々
木
隆
博

　

北
海
道
６
区

伊
東

良
孝

　

北
海
道
７
区

逢
坂

誠
二

　

北
海
道
８
区

堀
井

　　

学

北
海
道
９
区

石
川

香
織

　

北
海
道
１１
区

武
部

　　

新

北
海
道
１２
区

鈴
木

貴
子

　

比
例
北
海
道

船
橋

　

利
実

　

比
例
北
海
道

池
田

真
紀

　

比
例
北
海
道

神
谷

　　

裕

　

比
例
北
海
道

本
多

　

平
直

　

比
例
北
海
道

山
岡

　

達
丸

　

比
例
北
海
道

高
橋
は
る
み

　

北海道選挙区

長
谷
川

　

岳

　

北海道選挙区

徳
永

　

エ
リ
．北海道選挙区

岩
本

　

剛
人

北海道選挙区

■
東
北
税
理
士
政
治
連
盟

津
島

　　

淳

青
森
１
区

階

　　

猛

岩
手
１
区

鈴
木

俊
一

　

岩
手
２
区

秋
葉

　

賢
也

宮
城
２
区

西
村

明
宏

　

宮
城
３
区

冨
樫

博
之

　

秋
田
１
区

御
法
川
信
英

秋
田
３
区

遠
藤

利
明

　

山
形
１
区

金
子

恵
美

　

福
島
１
区

根
本

　　

匠

福
島
２
区

吉
野

　

正
芳

福
島
５
区

江
渡

　

聡
徳

比
例
東
北

亀
岡

　

偉
民

比
例
東
北

井
上

義
久

　

比
例
東
北

田
名
部
匡
代

青森県選挙区

桜
井

　　

充

宮城県選挙区

石
井

　

浩
郎

秋田県選挙区
目公公　　公公維　公立　立　　立　立　立　　　立立立国　　国　　無　　　　　　無　　　　公国国　

舟
山

　

康
江

山形県選挙区

　

無

増
子

　

輝
彦

福島県選挙区

　

国

若
松

　

謙
維

　

比
例
代
表

　

公

■
名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟

野
田

聖
子

　

岐
阜
１
区

　

目

棚
橋

　

泰
文

　

岐
阜
２
区

　

自

武
藤

　

客
治

　

岐
阜
３
区

　

自

金
子

　

俊
平

　

岐
阜
４
区

　

目

古
屋

圭
司

　

岐
阜
５
区

　

自

古
川

　

元
久

　

愛
知
２
区

　

国

近
藤

昭
一

　

愛
知
３
区

　

立

工
藤

　

彰
三

　

愛
知
４
区

　

目

赤
松

　

広
隆

　

愛
知
５
区

　

立

神
田

　

憲
次

　

比
例
東
海

　

目

鈴
木

　

淳
司

　

比
例
東
海

　

目

吉
田

　

統
彦

　

比
例
東
海

　

立

大
野

　

泰
正

岐阜爆
撃
区

　

自

渡
辺

　

猛
之

岐阜県選挙区

　

目

里
見

　

隆
治

愛知県選挙区

　

公

■
東
海
税
理
士
政
治
連
盟

上
川

　

陽
子

　

静
岡
１
区

　

自

井
林

　

辰
憲

　

静
岡
２
区

　

目

宮
運

　

博
行

　

静
岡
３
区

　

目

望
月

義
夫

　

静
岡
４
区

　

目

細
野

　

豪
志

　

静
岡
５
区

　

無

渡
辺

　　

周

　

静
岡
６
区

　

国

城
内

　　

実

　

静
岡
７
区

　

自

塩
谷

　

立

　

静
岡
８
区

　

目

大
西

　

健
介

愛
知
１３
区

　

国

今
枝
宗
一郎

　

愛
知
１４
区

　

目

根
本

　

幸
典

愛
知
１５
区

　

目

田
村

　

憲
久

　

三
重
１
区

　

目

三
ツ
矢
憲
生

　

三
重
４
区

　

目

八
木

哲
也

　

比
例
東
海

　

目

伊
藤

　　

渉

　

比
例
東
海

　

公

大
口

　

善
徳

　

比
例
東
海

　

公

松
田

　　

功

　

比
例
東
海

　

立

平
山
佐
知
子

　

醇岡東選挙区

　

無

■
名
古
屋
・東
海
税
理
士
政
治
連
盟

藤
川

　

政
人

愛知県選挙区

　

目

伊
藤

　

孝
恵

愛知県選挙区

　

国

斎
藤

　

±暴
隆

愛知県選挙区

　

無

■
北
陸
税
理
士
政
治
連
盟

田
畑

　

格
明

　

富
山
１
区

　

目

橘

慶
一郎

　

富
山
３
区

　

目

馳

　　　

浩

　

石
川
１
区

　

目

佐
々
木

　

紀

　

石
川
２
区

　

目

稲
田

朋
美

　

福
井
１
区

　

目

高
木

　　

毅

　

福
井
２
区

　

目

山
本
和
嘉
子

比例北陸信越

　

立

野
上
浩
太
郎

富山県選挙区

　

目

山
田

　

修
路

石川県選挙区

　

目

滝
波

　

宏
文

福井県選挙
区

　

目

宮
本

　

周
司

　

比
例
代
表

　

目

■
中
国
税
理
士
政
治
連
盟

石
破

　　

茂

　

鳥
取
１
区

　

目

赤
津

　

亮
正

　

鳥
取
２
区

　

目

細
田

博
之

‐島
根
１
区

　

目

竹
下

　　

亘

　

島
根
２
区

　

目

逢
沢

一郎

　

岡
山
１
区

　

目

阿
部

俊
子

　

岡
山
３
区

　

目

橋
本

　　

岳

　

岡
山
４
区

　

目

加
藤

　

勝
信

　

岡
山
５
区

　

目

岸
田

　

文
雄

　

広
島
１
区

　

目

平
口

　　

洋

　

広
島
２
区

　

目

寺
田

　　

稔

　

広
島
５
区

　

目

佐
藤

　

公
治

　

広
島
６
区

　

無

小
林

　

史
明

　

広
島
７
区

　

目

高
村

正
大

　

山
口
１
区

　

目

岸

信
夫

　

山
口
２
区

　

目

斉
藤

鉄
夫

　

比
例
中
国

　

公

舞
立

　

昇
治

　

鳥取県選挙区

　

目

青
木

　

一彦

島
根県選挙区

　

目

宮
沢

　

洋
．
広島県選挙区

　

目

江
島

　　

潔

　

山
ロ
県
選
挙
区

　

目

片
山
さ
つ
き

　

比
例
代
表

　

目

片
山
虎
之
助

　

比
例
代
表

　

維

■
四
国
税
理
士
政
治
連
盟

後
藤
田
正
純

　

徳
島
１
区

　

目

平
井

卓
也

　

香
川
１
区

　

目

玉
木
雄
一郎

　

香
川
２
区

　

国

塩
崎

　

恭
久

　

愛
媛
１
区

　

目

村
上
誠
一郎

　

愛
媛
２
区

　

目

中
谷

　　

元

　

高
知
１
区

　

目

広
田

　　

一

　

高
知
２
区

　

無

山
本

　

有
二

　

比
例
四
国

　

目

石
田

　

祝
稔

　

比
例
四
国

　

公

小
川

　

淳
也

　

比
例
四
国

　

立

武
内

則
男

　

比
例
四
国

　

立

中
西

　

祐
介

徳島
県選挙区

　

目

磯
崎

　

仁
彦

香川
県選挙区

　

目

三
宅

　

伸
五口
香川
県選挙区

　

目

山
本

　

順
三

愛媛
県選挙区

　

目

高
野
光
二
郎

　

高知
県選挙区

　

目

中
西

　　

哲

　

比
例
代
表

　

目

三
木

　　

亨

徳島
県選挙区

　

目

■
九
州
北
部
税
理
士
政
治
連
盟

井
上

　

貴
博

　

福
岡
１
区

　

目

鬼
木

　　

誠

　

福
岡
２
区

　

目

古
賀

　　

篤

　

福
岡
３
区

　

目

　　

　　
　
　

　　　　　　　　　

一

　　　

・

　　　

、

野
田
毅
議
員
（右
）
と
太
田

直
樹
会
長



　　

　

　　Ｏ第５４９号日

　

本

　

税

　

政

　

連令和元年（２０１９年）１１月１日 （金曜日） （第二種郵便物獅）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
ご
ざ

重
み
が
あ
る
わ
け
で
す
か

い
ま
し
て
、
与
党
・
野
党

ま
す
。
現
場
で
は
さ
ま
ざ

の
事
故
か
ら
９
年
目
に
入

ま
す
。

　

震
冥
契
会
各
党
あ
い
さ
つ

　

勝
機
鰯
壌
鰯
蹴
禦
嗣
獅
灘
鰯
識
議
鞠
鏡
鞠
璽
艶

　

白
ー十由
民
主
…寛
…祝
理
十
一割
一席
納

　　　　　

じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
、
建
長
と
と
も
ど
も
協
力
し
い
う
こ
と
は
、
今
後
大
き
は
ま
さ
し
く
税
理
士
会
の
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
２６
年
の
税
理
士
法
改
正
の
て
、
税
理
士
の
先
生
方
の
要
建
議
項
目
の
概
要
と
い
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
超

　

”改
革
十椎
－造
～議
－□員
連
盟
△五
長

　　　　　

議
と
し
て
教
え
て
い
た
だ
て
、
ま
た
先
生
方
の
た
め
な
テ
，
マ
と
し
て
し
っ
か
先
生
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は
時
に
、
何
度
か
皆
様
か
ら
お
力
が
ど
ん
な
に
必
要
か
う
こ
と
で
、
令
和
２
年
の
党
派
の
な
か
で
や
れ
る
こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

く
こ
と
は
大
変
役
に
立
っ
に
、
あ
る
い
は
先
生
方
を

り
と
先
生
方
の
ご
意
見
、

先
生
方
か
ら
こ
れ
か
ら
も

国
会
で
も
、
財
務
金
融
委

陳
情
を
受
け
、
そ
の
声
を

と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に

税
制
改
正
建
議
書
に
災
害

と
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い

　　　　　　

冊ず胸肌

　

青〆囲明謙職昌只
智筋卿嫡げ靭鰭謝挫け縄醜旧獅水靭湘蝋諸岡
湖粥卿姪纏硯種幅勃紬
翻棚加登岐漣滋軸嫡岬
頂総計に刺に役ｗ酌割
れｂ跡励凝勃旗艦唯靴獄
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す
。
本
日
は
お
め
で
と
う

わ
が
国
経
済
の
こ
れ
か
ら

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
れ
て
い
る
事
項
を
、
も
っ
法
に
関
す
る
要
望
の
実
現

で
、
ど
う
ぞ
中
小
企
業
の

ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を
考
え
た
と
き
に
、
何
よ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

と
も
っ
と
重
く
見
て
、
そ

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き

た
め
に
も
一層
の
ご
尽
力

た
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

う
ぞ
ご
理
解
ご
指
導
ご
支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り
も
中
小
企
業
者
の
存
在

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
こ
と

し
て
そ
れ
を
し
っ
か
り
と

ま
す
。

　　　　　　

を
賜
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

害
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

　　　　　　　

韮〃エー■■■■■“－嫡律叱弾劾
讃仰喉だければと思い
ただきたい
思
い
ま

い
と
思
っテＬお
り
ま
す
。
ら
「国
政
誤
り
な
き
選
択
」
書
で
大
き

取
り
上
げ
ら
れ
か
ら
も
税
制
ふ
杭理
士
に
は
地
域
密
着
の
な
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
，

後
と
も
進
め
て
ま
い
り
た

　　

紬－
ｆ

　

・

　

肘
沌
峻
鋤

新
た
に
選
任
さ
れ
た
会
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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し
き
Ｉ

　

Ｅ
Ｚ
土
葺
ｑ
錠

　

」
を
き
ｔ
「

　

ま
し
ｔ
ｚ

　

／
「
し
く
‘
三
ム
ｔ
Ｚ
Ｐ

　

業
≦
圭
ぞ
Ｅ
ｔ
６

　

棄
ｔ

　

ａ
を
き
１

　　

ｆーーーーー

　　　

；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

あ
い
さ
つ
と
お
祝
い
の
言

　　　　　

．・

　　　　　　　

ブ
ラ
ス
に
な

　

政
一策
…懇
話
－△顔
△苔
長

　　　　　　　　　

と
ん
ど
を
占
め
る
中
小
企
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
日
税
政
執
行
部
の
皆
々

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
大
葉
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

　　　　　　　　　　　　　　　

ろ

か

，

　　

ルー仙獅閲

　

－撒騨嘉峨日ー只
磯堵脚割い跡勧数潮端
的
唾淵朔笥で

と
，

お
り
ま
す
。

　

様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
、
そ
東
京
電
力
福
島
第
－原
発
変
重
要
な

と
で
も
あ
り
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　

か
、
よ
く
ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ま
た
、
税
理
士
法
の
改

し
て
皆
様
方
が
関
与
さ
れ

　

い
よ
い
よ
消
費
税
率
引

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

　　　　　　　　　　　　　　

月
１
日
か
ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さ
ま
ざ
ま
な
手
間
が
か
か

　　　　　　　　　　　　　　　

指
導
し
て
あ

　　　

一

　　

‐

さ
て
、

１０

。
本
の
経
済
に

なけれ

　　　　

征蹴り紳Ｈ艶鋪璽三駐興
凋臨動議樹齢燦靭縄臓
日
本・稚新Ｍの
△蕊‐処理
士
制ヱ度

　　

れているにも関わらず

き
上
げ
が
目
前
に
迫
そ

い
ま
す
。

　　　　　　　

－

　　　　

消
費
税
率
が

　

立
憲
民
主
党
税
理
士
制
度

　　　

声

釜

雲

い
う
潔

顔
蚤

墓

望

も

；

推
進
議
員
連
盟
会
長

　　　　　

り
ま
す
。

ぉ
り
ま
す
。
し
か
し
、
率

　

そ
れ
か
ら
税
理
士
法
の

　　　　　　　　　

引
き
上
げ
ら

　

推
進
議
員
連
盟
会
長

　　　　　

－般
の
税
法
の
改
正
と
違

　　　　　　　　　

片

山

虎

之

助

議

員

　

手
間
を
か
け
て
増
ゃ
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

海

江

田

万

里

議

員

　

国
民
民
主
党
と
無
所
属
議
員
に
ょ
る

　　　　　　　　　　

反
対
し
て
対

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
試
行

談
を
受
け
て
も
・
な
か
な

お
り
ま
す
し
・
国
税
庁
も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ト
を
見
ま
す

　　　

増

子

　

輝

彦

議

員

　　　　　　　　

．

ご
ざ
い
ま

る
勇
気
も
必
要
で
す
。

　

　
　
　
　
　

支
払
い
を
多
く
受
け
て
お

　

い
ず
れ
税
制
改
正
に
つ
の
会
合
が
こ
の
間
ご
ざ
い
と
納
税
義
務
者
が
異
な
り
方
と
い
う
の
は
、
私
ど
も
そ
の
中
で
も
「権
限
の
あ

　　　　　　　　　　　　　　

い
て
、
そ
れ
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
だ
け
の
こ
と
を
す
る
な
る
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

ら
れ
る
と
こ
ろ
は
と
も
か
い
て
の
ご
要
望
を
い
た
だ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
近
畿
ま
す
。
最
終
負
担
者
は
消
立
憲
民
主
党
の
考
え
方
と
る
官
公
署
に
建
議
し
、
又

　

い
よ
い
よ
１０
月
１
日
か
を
政
策
に
反
映
し
て
い
き
し
た
。
ご
支
援
、
ご
支
持
ら
、
消
費
税
を
上
げ
な
い

　

近
年
、
人
工
知
能
が
発

く
、
今
ま
で
現
金
で
や
っ
く
と
思
い
ま
す
が
、
私
が
税
理
士
政
治
連
盟
の
定
期
費
者
、
し
か
し
納
税
義
務
全
く
同
じ
で
す
。
現
在
は
は
そ
の
諮
問
に
答
申
す
る
ら
消
費
税
増
税
が
ス
タ
ー
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
方
が
手
間
が
か
か
り
ま
せ
達
し
て
い
ま
す
が
、
税
理

て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
つ
税
調
の
幹
部
を
長
く
務
め
大
会
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
者
は
先
生
方
の
地
元
に
あ
令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
こ
と
が
で
き
る
」
と
建
議
ト
い
た
し
ま
す
。
消
費
税

　

私
は
福
島
県
選
出
の
参
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ん
。

　　　　　　　

土
の
先
生
方
の
力
は
絶
対

い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
て
お
り
ま
し
た
時
も
、
や
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
る
中
小
企
業
等
で
あ
り
ま
に
関
す
る
要
望
を
受
け
て
権
に
つ
い
て
し
っ
か
り
書
に
つ
い
て
は
、
国
民
民
主
議
院
議
員
で
す
。
中
小
企

　

ま
ず
、
消
費
税
増
税
に

　

軽
減
税
率
に
関
し
て
に
必
要
で
す
。
税
が
し
っ

が
終
わ
り
ま
す
と
カ
ー
ド
は
り
霞
が
関
、
あ
る
い
は
す
。
日
税
政
の
先
生
方
に
す
。
こ
の
違
い
が
問
題
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
党
も
税
理
士
の
先
生
方
と
業
を
３０
年
程
経
営
し
て
い
関
し
て
、
わ
が
党
は
終
始
も
、
飲
食
店
に
お
い
て
は
か
り
と
納
め
ら
れ
て
い
る

会
社
へ
の
手
数
料
の
補
助
永
田
町
の
理
屈
、
あ
る
い
日
頃
か
ら
大
変
な
ご
支
援
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
取
税
理
士
法
だ
け
で
す
。

　

同
じ
考
え
で
、
今
日
ま
で
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
今
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
日
買
う
場
所
に
よ
っ
て
消
費
の
は
、
税
理
士
の
先
生
方

金
は
な
く
な
っ
て
元
へ
戻
は
知
識
だ
け
で
は
分
か
ら
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
を
、

　

納
税
義
務
を
負
っ
て
い
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

　

日
税
連
の
建
議
項
目
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
回
の
増
税
が
与
え
る
影
響
本
維
新
の
会
は
是
々
非
々
税
率
が
５
パ
タ
ー
ン
も
あ
の
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。

り
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
中
小
事
業
者
の
負
担
を
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

基
に
日
税
政
が
行
っ
て
い
た
。
実
際
に
ス
タ
ー
ト
し
に
つ
い
て
非
常
に
大
き
な
で
す
か
ら
、
良
い
こ
と
は
り
ま
す
。
軽
減
税
率
に
よ
ど
う
か
皆
さ
ん
頑
張
っ
て

の
支
払
い
手
数
料
を
払
わ
で
、
現
場
で
い
ろ
い
ろ
感
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

ど
う
軽
減
で
き
る
の
か
と

　

陳
情
の
際
に
渡
さ
れ
る
る
陳
情
に
は
そ
れ
だ
け
の
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
問
題
認
識
を
持
っ
て
お
り
賛
成
す
る
、
悪
い
こ
と
は
る
効
果
が
少
な
い
と
言
わ
下
さ
い
。
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神
津
信
一
（東
京
）

　

　　　
　

太
田
直
樹
（東
海
）

　

　

　
　
　
　

久
保
直
己
（近
畿
）
、
井

部
俊
一
（関
東
信
越
）
、

瀧
浪
貫
治
（東
京
地
方
）、

名
倉
明
彦
（東
京
）
、
江

波
戸
秀
記
（千
葉
県
）
、

名
越
隆
雄
（北
海
道
）
、

青
木
正
（東
北
）
、
平
昌

彦
（名
古
屋
）
、
田
中
克

明
（東
海
）
、
玉
井
政
利

（北
陸
）
、
重
近
賞
（中

国
）
、清
藤
智
彦
（四
国
）、

上
村
常
憲
（九
州
北
部
）、

宮
本
律
夫
（南
九
州
）
、

園
仲
勝
則
（沖
縄
）

‐

　

．二
ゞ

西
村
新
（東
京
）
、
杉
田

宗
久
（近
畿
）
、
杉
田
慶

一
（千
葉
県
）

…

　

”“三
モ
キ

渡
遷
輝
男
（関
東
信
越
）

　

　
　
　
　　
　
　

田
達
満
（近
畿
）
、
山
田

隆
虜
（東
京
地
方
）
、
吉

田
恵
幸
（東
北
）
、
吉
川

裕
一
（東
京
）
、
小
島
善

弘
（名
古
屋
）
、
南
条
吉

雄
（東
海
）
、
秋
山
典
久

（関
東
信
越
）
、
谷
幹
夫

（北
海
道
）

坂
田
覚
（東
京
）
、
鈴
木

崇
晴
（東
京
地
方
）
、
深

田
真
吾
（千
葉
県
）
、
百

役
員
・委
員
名
簿

瀬
征
男
（関
東
信
越
）
、

道
贋
友
厚
（近
畿
）
、
松

井
克
彦
（北
海
道
）
、
福

田
治
（東
北
）
、
石
黒
敏

志
（名
古
屋
）
、
河
合
省

吾
（東
海
）
、
中
村
茂
和

（北
陸
）
、井
上
博
夫
（中

国
）
、岩
佐
誠
志
（四
国
）、

山
嶋
寿
人
（九
州
北
部
）、

米
川
健
一
（南
九
州
）
、

羽
地
明
人
（沖
縄
）

杉
本
幸
弘
（近
畿
）
、
後

藤
純
志
（名
古
屋
）
、
鈴

木
剛
（東
海
）

波
多
野
重
雄
（東
京
）
、

平
山

　

玲
星
（東
京
）
、

狩
野
七
郎
（東
京
地
方
）、

山
川
巽
（東
京
）
、
池
田

隼
啓
（近
畿
）
、
小
川
令

持
（名
古
屋
）
、
小
島
忠

男
（東
京
地
方
）

池
田
兼
男
（東
京
地
方
）、

大
高
友
紀
（近
畿
）
、
南

九
毒
彦
（四
国
）
、
宮
田

義
見
（近
畿
）
、
池
戸
俊

幸
（北
海
道
）
、
富
津
康

人
（千
葉
県
）
、
長
末
啓

輔
（東
北
）
、
石
黒
洋
二

（北
陸
）
、野
田
武
史
（九

州
北
部
）
、松
川
吉
雄
（沖

縄
）
、
高
田
住
男
（千
葉

県
）
、
小
林
健
彦
（関
東

信
越
）
、
渡
遷
文
雄
（東

京
）
、藤
森
強
（千
葉
県
）、

前
原
明
弘
（名
古
屋
）
、

清
水
常
雄
（東
海
）
、
杉

山
文
成
（中
国
）
、
矢
野

平
八
（四
国
）
、
野
田
昇

宏
（九
州
北
部
）
、
中
島

智
喜
（南
九
州
）
、
浅
田

恒
博
（近
畿
）

　

　

　
　　
　　
　

【委
員
長
】山
田
隆
魔
（東

京
地
方
）

【委
員
】
菅
原
祥
元
（東

京
）
、
城
田
英
昭
（東

京
地
方
）
、坂
場
信
夫
（関

東
信
越
）
、道
贋
友
厚
（近

畿
）
、
松
井
克
彦
（北
海

道
）
、有
坂
信
彦
（東
北
）、

波
多
野
光
格
（名
古
屋
）、

小
西
宏
（東
海
）
、
嶋
田

兼
五
（北
陸
）
、
樫
谷
一

俊
（四
国
）
、
下
山
剛
矢

（南
九
州
）

　

　

　　
　
　
　　　　

【委
員
長
一
田
達
満
（近

畿
）【委

員
一
平
野
弘
道
（東

京
）
、
河
西
昌
彦
（千
葉

県
）
、
新
井
正
（関
東
信

越
）
、山
本
員
市
（近
畿
）、

成
瀬
魔
（東
北
）

　
　　　
　
　
　
　

【委
員
長
一吉
田
恵
幸
（東

北
）【委

員
】
竹
田
剛
志
（東

京
）
、
小
山
内
光
雄
（東

京
地
方
）
、
曲
山
博
（千

葉
県
）
、
横
沢
正
（関
東

信
越
）
、
小
寺
隆
弘
（近

畿
）
、矢
萩
努
（北
海
道
）、

神
戸
秀
夫
（名
古
屋
）
、

渡
瀬
正
治
（東
海
）
、
山

崎
安
造
（中
国
）
、
赤
木

保
之
（九
州
北
部
）

　　

　

　　
　　
　
　
　
　

【委
員
長
呈
口川
裕
一（東

京
）【委

員
】
森
下
清
隆
（東

京
）
、
深
沢
邦
秀
（東
京

地
方
）
、
松
井
洋
美
（千

葉
県
）
、
岸
生
子
（関
東

信
越
）
、長
谷
川
隆
史
（近

畿
）
、
平
野
重
善
（北
海

道
）
、益
子
光
彦
（東
北
）、

横
井
和
彦
（名
古
屋
）
、

大
見
孝
（東
海
）
、
高
田

照
久
（北
陸
）
、
高
橋
誠

（中
国
）
、梅
林
哲
次
（四

国
）
、
林
田
俊
一
（九
州

北
部
）、薗
田
福
美
（南
九

州
）
、
屋
比
久
功
（沖
縄
）

‐円

　

－三
隻
耕一鳶三番
′

【委
員
長
】小
島
善
弘
（名

古
屋
）

【委
員
】
嶋
崎
雄
幸
（東

京
）
、
藤
田
伸
哉
（東
京

地
方
）
、高
中
夕
貴
子
（千

葉
県
）
、
柳
淫
彰
（関
東

信
越
）
、
矢
田
善
久
（近

畿
）
、森
智
恵
子
（東
北
）、

鮫
本
格
信
（名
古
屋
）
、

余
語
員
二
（東
海
）

　

　

　　　　
　　　　
　
　
　

　

【委
員
長
】南
条
吉
雄
（東

海
）【委

員
一大
美
賀
功
貴
（東

京
）
、
田
中
良
和
（東
京

地
方
）
、
小
口
秀
一
（関

東
信
越
）
、室
谷
澄
男
（近

畿
）
、
小
山
内
雅
志
（東

北
）
、
中
野
修
宏
（名
古

屋
）
、
長
尾
仁
（東
海
）、

荒
神
五
師
（中
国
）
、
小

林
哲
（九
州
北
部
）

編
集
後
記

中
川
常
彦

　

広
報
委
員
長
（東
京
）

　　　　　　　　　

員
を

　

め
さ
せ
て
い
た
だ
き

く
も
４

　

い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
す
が
、
「税
政
連
の
手
引
が
経
過
し
ま
し
た
。
充
実
し
た
委
員
会
で
の
活
動
と

き
」に
私
の
発
案
で
あ
る
税
政
連
関
係
図
を
挿
入
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会
で
の
語
ら
い
が
楽
し
い
思

税
理
士
の
建
議
権
と
税
理
士
後
援
会
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
い
出
と
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ツ
プ
で
き
た
こ
と
も
喜
び
と
の
一
つ
で
す
。
特
に
小

島
会
長
の
元
で
優
秀
な
委
員
・職
員
さ
ん
に
囲
ま
藤
田
伸
哉

　

広
報
委
員
（東
京
地
方
）

れ
、
広
報
委
員
長
の
任
期
を
務
め
ら
れ
た
事
を
名
誉

　

こ
の
２
年
間
、
中
川
委
員
長
を
は
じ
め
広
報
委
員

に
思
い
ま
す
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　

会
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り

柳
津
彰

　

広
報
委
員
（関
東
信
越
）

　　　　　

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
お
酒
が
一段
と
強
く
な
り
ま

正
し
く
学
び
の
場
の
２
年
で
し
た
。
消
費
税
軽
減
し
た
。
私
に
と
っ
て
相
続
税
が
課
税
さ
れ
な
い
素
晴

税
率
導
入
ま
で
の
激
動
の
時
代
を
最
前
線
で
過
ご
せ
ら
し
い
財
産
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
長
・
た
。

委
員
・事
務
局
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内

侵

　

口

　　　

目

日
野
芳
美

　

広
報
副
委
員
長
（東
北
）

　　　　

で
も
あ
り
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
出
戻
っ
た
形
と
な
っ
た
広
報
委
員
会
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
の
は
女
性
の
委
員
が
増
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
。
女
性
活
躍
の
：・影
響
で
し
ょ
う
小
川
由
美
子

　

広
報
禾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーき
｝

　　

　　
　
　
　
　

　

　　　

　　　ゴーｒむきル
ー

会
長
・副
会
長
・総
務
会
長
・幹
事
長
名
簿

怨
召長
一
名
倉
昭
彦

【副
会
長
】野
間
口
嘉
平
、

柴
崎
一男
、
吉
川
裕
一、

鈴
木
誠
、
小
林
英
理
子
、

田
尻
吉
正

【幹
事
長
】
坂
田
覚

【会
長
一
瀧
浪
貫
治

【副
会
長
】
三
堀
孝
夫
、

深
沢
邦
秀
、
砂
田
俊
二
、

北
傑
諭
、
潰
田
茂
、
山
田

隆
贋
、
小
山
内
光
雄
、
佐

野
光
明
、
六
槍
勝
明
、
藤

田
伸
哉
、
石
井
正
夫
、
田

中
良
和
、
清
水
一男

【幹
事
長
】
鈴
木
崇
晴

零
＝長
一
江
波
戸
秀
記

【副
会
長
一
平
野
芳
和
、

美
保
哲
夫
、伊
豆
倉
博
幸
、

今
吉
修
一、
原
田
豊
行
、

加
藤
武
人

【幹
事
長
】
深
田
真
吾

【会
長
一
井
部
俊
一

【副
会
長
一
高
野
書
生
、

渡
遷
輝
男
、
大
石
敬
、
若

山
実
、
小
池
英
之
、
田
子

一夫
、
秋
山
典
久
、
高
橋

潔
、
百
瀬
征
男
、
小
林
馨

【幹
事
長
】
秋
山
典
久

【会
長
】
久
保
直
己

【副
会
長
】
河
田
秀
雄
、

原
綱
宗
、
脇
阪
説
男
、
辻

井
賢
博
、
後
安
宏
彦
、
金

子
紀
行
、
浮
田
千
博
、
伊

田
憲
司
、
芦
田
和
典
、
森

田
務

【総
務
会
長
】
橋
本
光
世

【幹
事
長
】
田
達
満

零
召長
一
名
越
隆
雄

【副
会
長
】
小
城
公
明
、

伊
東
新
一、
杉
山
一豊
、

西
田
府
、
木
村
聡
、
竹
川

博
之
、
篠
岡
孝
昭

【幹
事
長
】
谷
幹
夫

零
＝長
一
青
木
正

【副
会
長
】
福
田
治
、
穀

田
有
一、
大
橋
健
二
、
鈴

木
明
夫
、
西
村
晴
夫
、
江

部
寛【幹

事
長
】
吉
田
恵
幸

【会
長
】
平
昌
彦

【副
会
長
】
尾
崎
秀
明
、

菱
田
裕
之
、
大
野
義
豊
、

【総
務
会
長
】
粟
田
敬
八

【幹
事
長
】
小
島
善
弘

怨
＝長
】
田
中
克
明

【副
会
長
】
市
川
博
久
、

小
津
修
、
滝
淫
多
佳
子
、

大
多
和
則
之
、
土
屋
巧

【総
務
会
長
】
中
川
直
之

【幹
事
長
】
河
合
省
吾

【会
長
】
玉
井
政
利

【副
会
長
】
嶋
田
兼
五
、

森
陰
輝
夫
、
高
田
照
久

【総
務
会
長
一
嘉
門
善
二

【幹
事
長
】
中
村
茂
和

【会
長
一
重
近
賞

【副
会
長
】
藤
中
秀
幸
、

伊
藤
博
文
、
冨
山
敬
介
、

中
尾
修
治
郎
、
細
木
貞
彦

【幹
事
長
】
井
上
博
夫

零
召長
一
清
藤
智
彦

【副
会
長
】
徳
永
豊
、
竹

村
俊
一、
日
下
雅
史
、
橋

本
孝
志

【総
務
会
長
】
橋
本
孝
志

【幹
事
長
】
岩
佐
誠
志

【会
長
】
上
村
常
憲

【副
会
長
】
武
部
道
孝
、

松
本
信
幸
、
佐
野
康
隆

【総
務
会
長
一
丸
山
二
也

【幹
事
長
一
山
嶋
寿
人

零
＝長
一
宮
本
律
夫

【副
会
長
】
吉
田
昌
市
、

此
本
英
一郎
、
遠
山
豊三

郎
、
右
田
省
二

【総
務
会
長
一
外
薗
秀
夫

【幹
事
長
】
米
川
健
一

零
＝長
一
圃
仲
勝
則

【副
会
長
】
田
中
輝
昭
、

鈴
木
啓
子
、
儀
間

　

常
貞

【総
務
会
長
】
畠
中
優
子

【幹
事
長
一
羽
地

　

明
人
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番
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か
。
お
か
げ
で
楽
し
く
充
実
し
た
２
年
間
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
に
感
謝
、
感
謝
で
す
′
ン

小
林
英
理
子

　

広
報
副
委
員
長
（東
京
）

広
報
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
早
く
も
４
年

ま
し
た
。
委
員
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
懇
親
会
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
お
酒
が
一段
と
強
く
な
り
ま

竹
内
敬

　

広
報
委
員
（千
葉
県
）

月
１
回
ペ
ー
ス
の
会
議
は
大
変
で
し
た
が
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

一謝連甑蝋巌顔役鈍唖劃歎ぜ蝋咽ば臓端

　

　

　　

　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

１！一
言

　

－．
一
日
言
説
当
湖濯ゴ
ー門
＝
「
十一
”
と
雲
ン
も
Ｚ
と
が
日
Ｒ
芙
ノ
ヒ
ｏ
肉
兇
ま

　　　　　　

金
ハ三一Ｆ
Ｔ十一鮎
＼式
霞
期
目
２
Ｈ
豆
“
碑
お
腹
慣
”
）
訓
ｆ
『

　　　　　　　　

，一ｎ、、
喜
一試製
返
電
ヒ
ベ
モ
プ
噸
凌
確
零
漕
浅
叱
尋
リ
キ

　　　　　　　

ード
」
～＼
三
総
‘

誰
も
が
幸
せ
で
あ
る
国
を
未
来
の
子
供
達

り．

　　　　

一【
エ
ー
１雪
弔
総
轄
山
へ
贈
り
た
い
。

▲馬
山－－

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　　

広
報
委
員
の
４
年
間
、
貴
重
な
体
験
を

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
政
治
に
対
し

て
別
の
角
度
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
も
税
政

あ
ち
こ
ち
で
水
害
の
多
い
年
と
な
っ

令
和
元
年
に
な
り
そ
し
て
、
消
費
税
は

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　
　　　　　　
　　
　　
　
　
　
　　　

選

れ

「

　

日
本
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
が
印
象
に
残
る
。

　　　　　　

「も
う
奇
跡
と
は
言
わ
せ
な
い
」
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Ｖ博大型総合保障制度と全税共年金の普及促進

回 圏

Ｅ税共閥輸紹介カード伽瞭用）Ｈ

　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　

〉

　

．

　　　　　

◆

　　

瀬

　

耕凝たう

　

窯な

　

，驚弄

　

表ま減

　

　　　　

　　　　

　 　
犯介収聡±０１９印がないしむば暴悪となＶよす‐
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噂１電慧弱分
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一
な測り央１件につき１枚、ｒ買
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周与先客名韓

　　　　　　　　　　

警テミヱの６ｏにもｇ

　

□
叙

　　　　　

従

　　　　

Ｅ繋零

　

岡券先所に棲
Ｔ

ＴＥＬこ

　　　　　　　　　　　　　　　

ｒＡＸ

　　

燈錠者

　　　　　　　　　　　

生愈

　　　　　　　　　　　　　　　　

雲霞所
所長・

　　　　　　　　　　　　

富ス鰻為宅
ＴＥＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ

　

　 　　　

　

　

　　

　 　

　　　

紹介カードの詳細は所属の税理士協同組合１

　

き

　

　　

　

　　　

　

　　

力を璽国
関与先をご紹介《だきい。
金税共のＶ博大型総合保障制度◎全税共年金は、
以下のようなニーズを抱えている関与先蕗にお勧めです。
１．大型の保障で事業承継対策を万全にＬたい

２．幹部社員の万一の保障や退職金の備えがＬたい

３．安心Ｌて医療が受けられる保障が欲しい

４．公的年金を補完する年金制度に入りたい

　　

本共栄会は各地の税理士協同組合と

　

協力して、ＶＩＰの拡販を目的とした関与

　

先紹介運動を進めています。

　　

保障の大型化、退職金や医療など、福

　

祉共済制度の充実をお考えの関与先を

　

是非ご紹介ください。

　　　

関 与 先 絶 命均 一静
は所属の税理士協同組合に直接お問し、合わせください

あられています。キャンペーンは以下１０社の生命保険会社の協力を得て勧められています。

ｐ

　

◎住友生命

公的年金の補完◎老後の備えに

◎掛金は月々１万円から自由に設定
１口５千円、２口以上４０口まで設定できる月払いに加え、
一括払いもあります。
月払と一括払を組み合わせることで、より計画的な資産形
成をすることが可能です。余裕資金の運用方法のひとつと

してご検討ください。（一括払は月払に比べ、積立金（脱退

一時金額）が掛金累計額を早く上回ります。）

◎年金の受取方法は３種類

　

①１０年確定年金

　

②１５年確定年金

　

③１０年保証期間付終身年金

　

の３通りから選択できます。

　

※年金に変えて一時金でも受取ることができます。

＜取扱保険会社＞
◎第一生命◎明治安田生命◎日本生命◎住友生命◎富国生命

　　　　

閤湯な事業承継等を実現する

　　　

霊

　　　

ゑ

　　　　

金

　　

蜘

　

た－ ・

　

ー＝－

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　

　

　

　

　　　

　

　　　　　

　

　

◎経営者大型保険（集団扱定期保険）

　　

掛捨の割安な保険料で入院や手術を含む総合的な保障をす

　　

る保険です。経営者に万一のことがあったとき、大型の保障で

　　

企業を守ります。

　

◎経営者保険総合プラン

　　

働きざかりの経営者等の生涯保障や、役員・幹部社員の退職金

　　

準備等に活用できるよう、終身保険、養老保険など多彩な商品

　　

を用意しています。

　

◎経営者スーパープラン

　　

ガンなどの生活習慣病保障に重点をおいた保険や高度先進

　　

医療保険、介護保険など様々なニーズに応える医療保険全般

　　

を用意しています。

　　　　　　　　　　　　　

＜募集保険会社＞

　

◎朝日生命 ◎第一生命 ◎日本生命 ◎ジブラルタ生命 ◎〆ツトライフ生命 ◎エヌエヌ生命

　

◎明治安田生命◎住友生命 ◎ＳＯＭＰＯひまわり生命 ◎アフラック ◎アクサ生命

　

◎富国生命 ◎三井住友海上あも・おも・生命 ◎オリックス生命 ◎ＦＷＤ富士生命

全国税理士共栄会
〒１４１－００３２ 東京都品川区大崎１－１１－８

　

日本税理士会館４階 ＴＥＬ０３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３

全 税 共 の 事 業 は、 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 案 内 し て い ま す。

　

ｈｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ．ｃｏｍ／


